
防衛省職員（防衛技官（設備機械））募集案内 

防衛省職員として航空自衛隊に勤務する職員を、次の通り募集しています。 

受 付 期 間 

令和６年４月２４日（水）～令和６年５月１４日（火） 
 

※応募者多数となった場合は、上記申込受付期間内であっても募集を締切る場合があります。 

土曜日、日曜日、祝日を除く。  （午前９時から午後４時まで） 

※当日消印有効 

試験区分 採用予定数 勤務先 勤務内容 

選考 １名 
第７航空団 

(茨城県小美玉市) 

・給排水設備の維持管理 

・その他、上司から命ぜられた事項 

２ 試験区分、採用予定数、勤務先及び勤務内容 

１ 受験資格 

水道技術管理者の資格を有する者 

ただし、次のいずれか一に該当する者は、この試験を受験することはできません。 

(1) 日本の国籍を有しない者 

(2) 自衛隊法第３８条第１項の規定により防衛省職員となることができない者 

 ア 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又は執行を受けることがなくなるまでの者 

 イ 法令の規定による懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

 ウ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他団体を結成  

  し、又はこれに加入した者 

(3) 平成１１年改正前の民法の規定による準禁治産者の宣告を受けている者（心神耗弱を原因するも  

 の以外） 

(4) 自衛隊法第４４条の２（自衛官以外の隊員の定年及び定年による退職の特例）に該当する者（この 

 選考採用による官職では、令和６年度中に６１歳に達する者）は、法令の規定により採用できませ 

 ん。 



３ 試験の種目、試験日及び試験地 

種 目：口述試験、身体検査 

試験日：令和６年６月１０日から１４日のうち１日（細部は、受験票でお知らせします。） 

試験地：航空自衛隊百里基地（茨城県小美玉市） 

５ 受験手続 

(1) 受験申込みに必要な書類 

 ア 航空自衛隊事務官等採用受験申込書１部（必要事項を記入し、写真（申込前６ヶ月以内撮影、 

  脱帽、正面向き、上半身のもので、本人と確認できるもの。）を貼ったもの。） 

 イ 写真１枚（受験申込書に貼付したものと同じもの。） 

 ウ 資格免許（水道技術管理者免許）の写し 

 エ 宛先を明記し、４４０円切手（簡易書留料金を含む。）を貼った返信用封筒（角形２号：縦 

   ３３．２㎝×横２４㎝） 

４ 試験の方法及び内容等 

(1) 口述試験：個別面接による。 

(2) 身体検査：胸部疾患（胸部エックス線撮影を含む。）、尿、その他一般的な内科系検査 

※受験申込書の様式は、下記ホームページから印刷し、必ず両面印刷（横向き）してください。 

百里基地ホームページアドレス： https://www.mod.go.jp/asdf/hyakuri/ 

(2) 申込書類送付先及び問い合わせ先 

 〒３１１－３４１５ 

  茨城県小美玉市百里１７０ 航空自衛隊第７航空団司令部人事部人事班  

  防衛技官（設備機械）採用試験事務担当：松延 

   電話番号：０２９９－５２－１３３１（内線２３０６） 

６ 合格発表 

令和６年６月下旬以降（通知書を郵送します。） 

７ 採用予定日 

令和６年８月１日以降 

８ 個人情報管理について 

 提出して頂いた航空自衛隊事務官等採用受験申込書、資格免許の写しについては、本採用試験に関する

業務及び初任給の算定に関する業務に使用します。受験申込書は、採用試験終了後、一定期間保管後に破

棄するものとし、返却しません。 



９ 採用後の給与等について 

(1) 給与等 

  採用時の給与は、学歴及び勤務経験等によって異なります。 

 

   

  

   〇このほか、法令等に基づき次の諸手当が支給されます。 

   ・住居手当     ：最高２８，０００円 

   ・扶養手当     ：配偶者月額６，５００円、子月額１０，０００円等 

   ・通勤手当     ：１か月当たり最高５５，０００円 

   ・その他の手当   ：超過勤務手当 等 

   ・期末手当、勤勉手当（いわゆるボーナス）：１年間に俸給などの約４．４０月分 

                               

適用俸給表 俸給月額 

行政職（二）俸給表 １６４,０００円～ 

(2) 勤務時間及び休暇等 

  勤務時間：週５日、１日７時間４５分 

      （土、日曜日及び祝日等の休日は休みで週休２日制） 

  休  暇：年次休暇、特別休暇、病気休暇及び介護休暇 

(3) 福利厚生 

  防衛省共済組合の組合員として、宿泊及びレジャー施設の利用を始め各種支援が受けられるなど、充 

 実しています。 

 


